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平
安
時
代
に
於
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
に
つ

一
、
支
配
階
級
の
祈
り
と
し
て
の
星
祭

平
安
時
代
に
於
け
る
陰
陽
道
の
祭
放
の
発
展
の
中
に
在
η

て
、
そ
の
著
る

し
い
も
の
に
星
祭
が
あ
っ
た
。
星
祭
は
星
辰
に
種
々
の
供
物
を
供
し
祭
文
を

奏
し
て
星
辰
を
和
る
祭
で
あ
っ
て
、
中
国
よ
り
伝
え
ら
れ
た
天
文
道
の
星
辰

R

崇
拝
の
思
想
を
根
幹
と
し
、
律
令
制
の
崩
壊
期
と
云
う
当
時
の
社
会
不
安
を

背
景
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

「
暦
林
問
答
集
上
」
釈
星
第
五
に
「
或
問
星
何
也
容
日
張
衡
云
、
衆

星
万
物
之
精
列
布
体
生
於
地
各
有
依
属
在
野
象
物
在
野
象
官
在
人
象

事
又
居
中
央
謂
北
斗
、
天
之
枢
也
」
と
あ
る
、
こ
の
「
象
星
は
万
物
の

精
、
於
地
各
依
属
」
と
の
星
辰
に
対
す
る
考
え
方
が
、
国
家
や
又
個
人
の
招

福
や
除
災
の
た
め
に
星
を
神
格
化
し
て
拝
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

推
古
天
皇
の
十
年
に
僧
観
勅
に
よ
っ
て
暦
道
其
他
と
共
に
天
文
道
が
伝
え

ら
れ
た
、
そ
し
て
天
武
天
皇
の
四
年
春
正
月
庚
成
に
始
め
て
占
星
台
が
興
さ

れ
、
そ
れ
よ
り
星
辰
に
対
す
る
観
測
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

大
宝
の
律
令
が
定
め
ら
れ
る
に
当
つ
て
は
、
中
務
省
の
中
に
陰
陽
寮
が
設
け

平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
K
つ
い
て

い
て

岡

安

枝

君

ら
れ
て
、
そ
の
中
に
天
文
博
士
が
置
か
れ
た
、
そ
の
天
文
博
士
は
常
に
天
文

を
観
侯
し
、
五
星
以
下
の
諸
星
に
変
異
が
あ
る
時
は
直
ち
に
之
を
密
奏
す
る

事
を
そ
の
職
掌
の
一
つ
に
し
て
い
た
。
こ
の
様
に
我
国
の
天
文
道
の
発
足
は

陰
陽
道
の
中
に
お
か
れ
、
そ
の
枠
内
に
於
て
の
み
育
成
さ
れ
た
。
従
っ
て
そ

の
星
辰
に
対
す
る
思
想
も
陰
陽
書
の
述
ぺ
る
所
の
迷
信
的
な
考
え
を
出
る
事

は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
し
て
陰
陽
道
が
盛
に
な
る
に
つ
れ
て
、
星
辰
に
対
す

る
迷
信
的
な
信
仰
も
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

天
文
博
士
に
よ
る
天
文
観
候
の
星
辰
の
変
異
の
記
録
は
持
続
六
年
の
歳
星

に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
次
い
で
填
星
、
辰
星
、
大
白
星
、
受
惑
星
、
文
昌

星
、
老
人
星
、
客
星
等
の
出
現
変
異
が
当
時
の
史
中
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
単
に
、
出
現
、
変
異
の
記
録
の
み
に
上
っ
て
い
る
。
し
か

し
そ
れ
が
や
が
て
律
令
制
の
崩
壊
と
い
う
不
安
定
な
時
代
に
遭
遇
し
て
そ
の

社
会
不
安
が
増
大
す
る
と
共
に
、
そ
の
星
辰
思
想
も
大
き
く
変
化
し
て
い
っ

た
。
「
衆
星
は
万
物
の
精
於
地
各
有
依
属
」
な
り
と
す
る
考
え
方
は
い
よ

い
よ
強
調
さ
れ
、
天
上
に
於
け
る
諸
星
の
変
化
は
、
地
上
に
於
け
る
変
異
の

前
ぶ
れ
な
り
と
信
ぜ
ら
れ
、
競
々
と
し
て
そ
の
変
化
が
観
候
さ
れ
る
に
至
つ

＿，」．
/"¥ 
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作で司

平
安
時
代
K
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
に
つ
い
て

た
の
で
あ
っ
た
。

扶
桑
略
記
の
延
暦
十
四
年
三
月
庚
成
の
条
に
「
勅
禁
祭
北
辰
」
と
あ
り
、

都
が
長
岡
へ
そ
し
て
又
平
安
へ
と
選
さ
れ
て
い
っ
た
延
略
の
頃
、
早
く
も
北

斗
を
肥
る
祭
が
勅
命
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
程
、
急
速
に
普

及
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
北
辰
を
祈
る
祭
は
古
く
陰
陽

道
と
共
に
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
、
即
ち
寛
信
の
小
野
類
酪
抄
別
巻
星
抄
に

よ
れ
ば
、
天
智
天
皇
の
三
年
五
月
に
中
臣
連
鎌
子
が
大
唐
天
文
博
士
郭
務
悼

よ
り
属
星
店
法
を
受
け
、
帝
近
臣
の
た
め
に
毎
月
二
度
こ
の
秘
法
を
行
い
、

又
道
鏡
も
こ
の
法
を
行
っ
て
天
平
神
護
元
年
九
月
大
政
大
臣
に
任
ぜ
お
れ
た

，
と
い
う
事
が
記
さ
れ
て
い
る
、
天
子
の
析
と
し
て
、
又
栄
達
祈
願
の
法
と
し

．
て
属
星
祭
を
行
う
こ
と
は
こ
の
よ
う
に
天
智
天
皇
の
御
代
か
ら
行
わ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。
「
又
居
中
央
、
謂
之
北
斗
天
之
枢
也
と
北
斗
七
星
の
あ
る
位

置
は
天
の
中
枢
な
り
」
と
解
さ
れ
地
上
の
天
子
の
位
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
、

そ
し
て
更
に
又
七
星
は
「
七
星
の
枢
機
、
万
物
の
精
命
也
」
と
考
え
ら
れ
、

又
可
北
斗
有
七
星
、
天
子
有
七
政
、
斗
者
居
陰
布
陽
故
称
北
斗
」
と
も
さ
れ
、

北
斗
七
星
の
星
数
の
七
は
七
政
の
七
に
通
ず
る
が
故
に
、
北
斗
七
星
は
七

政
の
守
護
神
と
考
え
ら
れ
支
配
者
の
祈
と
さ
れ
た
、
宗
教
の
介
入
に
よ
っ
て

乱
さ
れ
た
政
治
に
終
止
符
を
う
つ
ペ
く
、
新
に
都
を
平
安
に
選
し
て
政
治
の

革
新
に
乗
り
出
し
た
当
時
の
施
政
者
達
は
、
国
家
鎮
護
を
旨
と
し
た
従
来
の

奈
良
仏
教
に
代
っ
て
、
革
新
政
治
の
守
護
神
を
、
こ
の
北
斗
七
星
の
上
に
求

め
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
北
斗
を
把
る
こ
と

は
、
延
麿
十
四
年
に
一
時
勅
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
、
し
か
し
そ
の
禁

令
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
祭
は
当
時
の
社
会
に
益
々
普
及
さ
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
っ
た
、
即
ち
、
政
治
要
略
九
十
五
引
善
家
集
に
、
貞
観
六
年
引
削
是

雄
、
属
星
祭
の
た
め
近
江
国
令
藤
原
有
蔭
の
館
に
語
ぜ
ち
る
と
の
こ
と
が
克

_i..... ノ、

え
て
い
る
、
延
略
の
禁
か
ら
僅
か
七
十
余
年
を
経
た
貞
観
の
頃
に
は
、
京
中

に
於
て
ば
か
り
で
な
く
地
方
に
も
こ
の
祭
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。

都
を
平
安
に
遷
し
政
治
改
革
の
意
気
に
燃
え
る
延
略
の
施
政
者
達
に
は
北

辰
崇
拝
の
迷
信
性
が
、
や
が
て
社
会
に
害
を
流
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
破

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
や
が
て
密
教
が
盛
に
な
り
、
仏
教
に
於
け
る

北
斗
崇
拝
の
思
想
が
伝
え
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
陰
陽
道
の
北
辰
崇
拝
は
そ
の

密
教
の
星
供
の
思
想
に
た
す
け
ら
れ
て
遂
に
は
朝
廷
の
祭
儀
の
中
に
ま
で
取

入
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
従
来
は
祭
献
の
儀
式
に
は
直
接
的
に
は
携
る

こ
と
の
な
か
っ
た
陰
陽
師
達
は
、
こ
の
北
斗
崇
拝
よ
り
発
し
た
属
星
祭
を
世

に
普
及
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
や
が
て
他
の
祭
被
の
儀
式
を
も
自
ら
の
手
に

よ
っ
て
取
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

支
配
者
の
析
と
し
て
朝
廷
に
取
入
れ
ら
れ
た
北
斗
崇
拝
の
思
想
は
属
星
祭

と
し
て
、
そ
の
祭
が
行
わ
れ
る
だ
け
、
で
な
く
、
四
方
拝
の
儀
式
の
中
に
取
入

れ
ら
れ
た
、
即
ち
「
公
事
根
源
正
月
」
の
条
に
「
四
方
拝
と
い
ふ
専
は
え
で

寅
の
時
に
す
べ
ら
ぎ
属
星
を
唱
へ
天
地
四
方
山
陵
を
拝
し
給
い
年
災
を
払

い
、
宝
砕
を
も
祈
申
さ
る
儀
に
て
侍
に
や
（
中
略
）
属
星
を
拝
し
て
災
難
を

の
ぞ
く
趣
は
天
地
瑞
祥
志
と
い
ふ
書
に
見
え
た
り
」
と
あ
り
、
又
「
年
中

行
事
秘
抄

5
n」
に
は
「
寛
平
二
年
正
月
朔
四
方
拝
云
々
向
乾
方
拝
後
土

及
五
星
制
御
雪
雨
時
於
射
場
有
此
事
又
須
鶏
鳴
畢
拝
軒
一
見
村
上
」
と
あ
る
、

四
方
拝
に
属
星
を
拝
す
る
こ
と
は
宇
多
天
皇
の
頃
よ
り
行
わ
れ
、
年
災
を
除

し
、
皇
位
の
安
泰
を
祈
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
そ
あ
っ
た
。
江
次
第
に
見
ら

れ
る
、
三
月
三
日
天
皇
が
法
燈
を
北
斗
に
奉
る
御
燈
の
儀
式
も
又
こ
の
思
想

の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

当
時
の
支
配
階
級
の
中
に
深
く
浸
透
し
た
北
斗
崇
拝
の
思
想
は
、

独
り
属
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星
祭
を
盛
な
ら
し
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
常
の
生
活
に
於
て
も
そ
れ
を
拝

す
る
こ
と
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
、
中
右
記
の
寛
治
八
年
三
月
一
日
壬
申
の
条
に

は
「
早
日
一
出
向
謝
北
辰
」
と
書
さ
れ
て
居
り
、
又
九
条
殿
遣
誠
の
文
中
に
も

「
九
起
称
、
属
星
名
号
七
遍
」
と
あ
り
、
起
床
と
共
に
北
斗
を
拝
す
る
事
が

当
時
の
貴
族
達
の
日
課
の
第
一
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
、
又

台
記
康
治
三
年
四
月
九
日
庚
寅
の
条
に
「
斎
戒
今
月
分
入
夜
向
或
所
、
北
斗

拝
三
月
分
」
と
あ
り
、
月
例
の
行
事
と
し
て
も
北
斗
を
拝
す
る
事
が
行
わ
れ
て

い
た
事
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
北
斗
崇
拝
の
他
に
支
配
者
の
祈
と
し
て
宮
廷
に
取
入
れ
ら
れ
た
陰
陽

道
の
星
祭
の
一
つ
に
三
元
祭
が
あ
っ
た
。
三
元
祭
は
陰
陽
道
の
取
行
う
祭
事

と
し
て
延
喜
式
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
そ
れ
に
依
れ
ば
、
「
三
元
祭

神

座

九
前
」
と
あ
り
、
九
星
を
記
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
事
類
苑
に
載
せ
ら
れ

た
方
壁
秘
伝
集
上
の
三
元
九
星
の
説
に
依
れ
ば
「
通
徳
類
情
に
目
、
河
洛
は

天
地
の
秘
を
も
た
ら
す
（
中
略
）
抑
方
壊
の
起
例
を
論
ず
る
に
三
之
家
九
星

を
以
て
原
と
す
、
弦
に
天
月
徳
及
び
陰
陽
貴
人
等
は
九
星
の
生
旺
に
乗
じ
て

其
徳
益
々
あ
る
の
趣
既
に
五
要
奇
書
に
述
る
が
如
し
（
中
略
）
彼
の
三
元
家

九
星
は
河
洛
の
星
名
に
し
て
、
－
に
始
ま
り
九
に
室
り
各
五
行
の
一
気
備
は

り
た
る
は
既
生
魁
必
用
の
原
に
し
て
即
方
翠
の
体
な
り
（
下
略
）
と
あ
り
、
即

ち
九
星
の
生
旺
に
乗
じ
て
以
て
其
徳
益
益
あ
る
と
云
う
五
要
奇
書
の
説
に
よ

り
こ
の
コ
一
元
祭
は
宮
廷
の
祭
と

L
て
取
上
げ
ら
れ
、
そ
の
祭
神
た
る
九
星
が

河
洛
の
星
で
あ
る
と
の
説
か
ら
三
元
祭
は
三
元
河
臨
被
と
も
云
わ
れ
た
、
こ

の
三
元
河
臨
載
が
応
和
三
年
難
波
七
瀬
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
七
瀬
被
の
例

が
生
じ
た
、
ぞ
し
て
七
瀬
被
は
次
第
に
盛
と
な
り
、
－
方
三
元
祭
の
方
は
次

第
に
姿
を
消
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
禁
、
秘
御
抄
下
」
御
析
に
「
陰
陽
師
御
祭
被

平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
K
つ
い
て

属
星
、
玄
宮
北
極

或
三
万
六
千
神
云
h

」
と
あ
り
、
属
星
祭
も
玄
宮
北
極
祭
も
又
太
一
祭
も

共
に
星
辰
を
そ
の
祭
神
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
こ
の
様
に
平
安
時
代
に
於
け

る
宮
廷
で
は
星
祭
が
電
祝
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

／／／  

二
、
招
福
・
除
災
の
祈
り
と
し
て
の
星
祭

太

前
述
の
よ
う
に
平
安
初
期
に
於
て
は
革
新
政
治
の
成
功
を
祈
る
意
味
に
於

て
北
斗
が
盛
に
拝
さ
れ
た
。
し
か
し
平
安
も
中
期
に
入
る
に
及
ん
で
そ
の
星

辰
思
想
の
上
に
も
一
つ
の
変
化
が
生
じ
て
来
た
、
そ
れ
は
急
速
に
崩
れ
行
く

律
令
制
社
会
の
不
安
の
増
大
の
反
映
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
、
従
来
の
祥
瑞

改
元
が
実
異
改
元
の
思
想
に
転
じ
よ
う
と
し
た
昌
泰
、
延
喜
の
頃
そ
の
星
辰

思
想
の
変
化
は
生
じ
て
来
た
、
即
ち
、
扶
桑
略
記
の
昌
泰
三
年
十
一
月
十
八

日
の
条
に
「
是
歳
老
人
星
見
武
蔵
国
強
盗
蜂
起
」
と
老
人
星
の
出
現
と
地

方
の
乱
れ
を
関
連
づ
け
る
よ
う
な
予
告
め
い
た
記
録
が
見
ら
れ
る
、
類
緊
国

史
比
一打
囚
の
延
暦
廿
二
年
十
一
月
戊
寅
の
条
に
「
元
命
荷
目
、
老
人
星
者
瑞

星
也

H

見
則
治
平
主
寿
」
と
あ
り
、
従
来
は
治
平
主
寿
と
あ
り
従
来
は
治
平

主
寿
の
瑞
祥
な
り
と
さ
れ
た
老
人
星
の
出
現
も
、
既
に
権
力
の
傾
き
出
し
た

貴
族
達
の
暗
い
心
に
は
そ
の
ま
ま
卒
直
に
瑞
祥
と
し
て
は
旺
映
な
か
っ
た
の

で
あ
ら
う
、
同
じ
く
扶
桑
略
記
の
延
喜
元
年
八
月
廿
九
日
戊
申
の
条
に
は

「
依
逆
臣
辛
酉
革
命
老
人
星
事
、
改
元
之
由
」
と
記
さ
れ
て
い
る
、
三
善
清

行
の
革
命
勘
文
が
容
れ
ら
れ
て
昌
泰
は
延
喜
と
改
元
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
、

清
行
は
昌
泰
三
年
に
於
け
る
老
人
星
と
琴
星
の
出
現
を
併
せ
て
「
先
有
除
旧

之
象
後
有
福
寿
之
瑞
首
尾
相
待
事
験
易
知
」
な
り
と
し
て
、
そ
れ
に
更

に
辛
酉
革
命
の
説
と
右
大
臣
菅
原
道
真
尼
諦
の
事
を
併
せ
て
旧
を
除
し
福
寿

を
招
ぜ
ん
た
め
改
元
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
、
扶
桑
略
記
延
喜
九
年
十
一

_,_ 
／＼ 
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平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
に
つ
い
て

月
七
日
乙
亥
の
条
に
は
「
今
夜
於
神
泉
苑
有
老
人
星
祭
事
」
と
あ
り
、
老

人
星
祭
が
初
め
て
行
わ
れ
て
い
る
、
伊
呂
波
字
類
抄
散
社
に
は
「
老
人
星
祭

記
糊
栴
一
四
円
以
御
鏡
」
と
あ
り
、
又
月
令
広
義
肝
胆
に
は
「
老
人
星
持
誠
一刊
蹴
南
部
」

と
あ
る
、
こ
の
祭
は
中
国
よ
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
鏡
を
以
て
祭
り
福
寿
を

祈
る
た
め
に
行
わ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
昌
泰
、
延
喜
の
頃
か
ら
福
寿
を
招

す
る
意
味
に
於
て
新
に
老
人
星
が
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
即
ち
律
令

制
建
直
し
の
困
難
さ
を
乗
切
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
当
時
の
支
配
者
達
は

福
寿
の
招
来
を
老
人
星
崇
拝
の
上
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

や
が
て
時
代
が
進
む
に
つ
れ
、
招
福
の
た
め
の
星
辰
崇
拝
は
次
第
に
災
異

の
徴
と
し
て
の
星
辰
畏
敬
へ
と
変
じ
て
行
っ
た
。
沈
滞
し
切
っ
た
平
安
中
期

の
社
会
の
中
に
於
て
明
日
へ
の
希
望
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
人
々
の
心
は
唯
々

予
測
し
え
ぬ
天
変
地
異
の
み
に
競
競
と
し
て
、
そ
の
変
異
の
予
告
を
星
辰
の

動
き
の
上
に
求
め
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
琴
星
や
畏
惑
星
等
を
最

も
よ
く
災
異
を
告
げ
る
も
の
と
し
て
深
‘
く
畏
敬
し
た
、
玉
葉
治
承
二
年
正
月

十
八
日
の
条
に
「
琴
星
者
第
－
之
変
也
去
年
祭
惑
入
大
徴
今
年
輩
星
見

乱
代
之
至
以
之
可
察
云
々
今
夜
公
家
有
玄
宮
北
極
祭
赫
間
一
守
琴
星
者
第

一
之
変
也
去
年
後
惑
入
大
微
今
年
琴
星
見
乱
代
之
至
以
之
可
察
云

々
但
時
晴
、

季
弘
、
広
元
等
申
非
琴
星
之
由
云
々
」
と
当
時
の
人
々
か
ら

は
聾
一
星
は
第
一
之
変
、
乱
代
の
至
り
な
り
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
そ
の
出
現
に

際
し
て
は
そ
の
災
変
を
除
す
る
た
め
玄
宮
北
極
祭
等
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ

た
、
康
富
記
文
安
元
年
七
月
十
二
日
の
条
に
よ
れ
ば
門
武
家
琴
星
御
祈
事
、

是
夜
於
従
三
位
前
宮
内
卿
安
倍
有
重
卿
私
宅
三
万
六
千
神
祭
在
之
、
是
月
廿

三
日
以
来
聾
一
星
出
現
之
故
也
（
下
略
）
」
と
馨
星
の
徴
す
る
災
異
の
た
め
三
万

六
千
神
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。

琴
星
を
災
異
の
徴
と
す
る
思
想
を
世
に
知
ら
せ
た
も
の
は
天
延
三
年
六
月

／、
四

主
税
頭
兼
助
教
中
原
朝
臣
以
忠
の
奏
す
る
所
の
勘
文
で
あ
ら
う
、
そ
の
勘
文

に
よ
れ
ば
「
瑞
祥
志
云
謹
一
一
星
者
天
地
之
旗
也
悪
気
所
生
也
、
見
則
有
兵

喪
凡
琴
星
除
旧
布
新
常
一
一
一
又
云
為
大
水
飢
乱
天
文
録
云
琴
者
去
械
布
新

也
、
此
去
元
直
而
建
有
徳
也
、
又
云
白
琴
見
臣
争
権

主
死
不
出
一
歳

又
云
天
下
大
水
又
云
出
東
方
後
軍
有
謀
人
主
死
」
と
あ
り
、
琴

星
は
悪
気
の
生
ず
る
所
な
り
と
し
て
、
瑞
祥
志
や
天
文
録
の
述
べ
る
所
の
琴

星
の
災
を
列
記
し
て
い
る
、
そ
し
て
こ
の
様
な
天
文
勘
文
は
天
職
以
後
も
屡

々
出
さ
れ
て
い
る
、
そ
し
て
そ
の
勘
文
の
出
さ
れ
る
毎
除
災
の
た
め
の
星
祭

は
ま
す
ま
す
盛
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

聾一
星
に
次
い
で
災
変
の
徴
と
し
て
世
に
恐
れ
ら
れ
た
の
は
焚
惑
星
で
あ
っ

た
。
和
漢
三
才
図
曾
？
に
よ
れ
ば
夏
惑
絡
午
必
鑓

主

雲
」
と
あ
り
、

又
菅
書
肝
で
に
は
「
後
惑
法
便
行
無
常
出
則
有
兵
入
則
兵
散
以
舎
命

国
為
乱
為
賊
為
疾
為
喪
為
銭
、
為
兵
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
災
星

の
名
の
あ
る
所
謂
で
あ
る
、
玉
葉
安
元
三
年
三
月
二
十
五
日
の
条
に
「
泰
親

朝
臣
来
告
去
、
奨
惑
己
犯
右
執
法
星
、
猶
定
掩
犯
先
是
犯
在
執
法
星
了

云
々
左
右
大
臣
其
慎
共
重
云
々
（
中
略
）
去
年
両
度
犯
此
星
無
幾
程
有

超
越
之
事
、
今
度
逆
行
又
犯
之
其
宍
重
於
去
年
、
深
所
可
健
慎
也
」
と
あ

り
、
焚
惑
星
が
左
右
執
法
星
を
覆
う
こ
と
を
変
事
の
起
る
前
徴
な
り
と
し
て

左
右
大
臣
は
深
い
慎
み
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
れ

J

た
。
そ
し
て

そ
の
災
を
除
す
る
た
め
焚
惑
星
祭
が
行
わ
れ
た
又
こ
の
祭
は
後
に
至
っ
て
は

「
依
怪
異
等
事
、
被
行
御
析
、
属
星
月
曜

焚
惑
後
怪
、
泰
山
府
君
七

座
等
御
祭
也
」
と
吾
妻
鏡
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
怪
異
を
除
す
る
と
し
て
他

の
陰
陽
道
の
種
々
の
祭
と
共
に
並
び
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

兵
範
記
畏
安
元
年
九
月
十
九
日
の
条
に
「
自
明
暁
三
ケ
日
被
行
辰
星
御
祭
、

須
夜
陰
被
行
也
、
而
御
精
進
三
ケ
日
不
予
之
間
有
其
煩
、
何
毎
暁
被
行
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之
、
且
是
陰
陽
師
保
栄一
所
定
申
也
、
差
侍
一
人
遣
御
鏡
於
保
栄
私
宅
勤
行

之
、
別
個
所
送
祭
物
（
下
略
）
し
と
あ
り
、
陰
陽
師
の
子
に
よ
っ
て
三
日
に
一
旦

り
鏡
を
も
っ
て
祭
物
を
供
し
暁
の
辰
星
が
祭
ら
れ
て
い
る
、
辰
星
と
は
即
ち

水
曜
の
事
で
あ
り
辰
星
祭
は
一
名
水
曜
祭
と
も
言
わ
れ
て
い
た
。
吾
妻
鏡
貞

応
三
年
五
月
十
八
日
の
条
に
「
炎
早
御
祈
可
被
修
祭
礼
否
事
、
於
奥
州
方
、

重
有
其
沙
汰
可
為
五
竜
祭
軟
之
白

隠
岐
入
道
行
西
難
申
之
於
無
勤
行

之
例
上
天
地
災
変

属
星
水
曜
等
御
祭
可
宜
之
旨
衆
議
云
々
」
と
あ
り
、

こ
れ
に
よ
れ
ば
従
来
に
於
け
る
祈
雨
の
祭
と
し
て
の
五
竜
祭
に
代
っ
て
水
曜

祭
等
が
建
議
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
菅
書
廷
に
依
れ
ば
「
辰
星
北
方

冬

水

智

也

聴

也

知

顧

聴

失

逆

冬

令

傷
水
気
（
中
略
）
光
明
興
月
相

建
其
国
大
水
」
と
あ
り
、
こ
の
様
に
水
気
に
関
係
あ
る
と
の
説
か
ら
早
天
の

際
に
於
け
る
祈
雨
の
祈
に
適
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
。

左
経
記
長
元
元
年
九
月
二
十
二
日
の
条
に
「
廿
七
日
行
啓
以
前
於
左
衛

門
督
家
可
行
土
公
御
祭
井
大
散
供
之
由
召
仰
守
道
朝
臣
又
仰
可
行
月
曜
御
祭

之
由
申
云
、
月
曜
御
祭
廿
四
日
可
行
也
、
土
公
井
大
散
供
廿
七
日
行
啓
以
前

可
行
也
者
則
分
給
物
等
兼
又
作
護
等
可
打
御
在
所
之
由
仰
守
道
了
」

と
あ
り
、
皇
后
の
行
啓
に
際
し
土
公
を
鎮
め
魔
を
散
じ
る
祭
等
と
共
に
月
が

祭
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
月
曜
祭
は
月
を
女
主
の
象
と
す
る
思
想
か
ら
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
ら
う
、
即
ち
天
延
三
年
六
月
二
十
六
日
の
星
辰
に
関
す
る
勘
文

の
中
に
「
天
文
要
録
云
月
者
大
陰
精

女
主
之
象
也
」
と
あ
り
、
天
文
要

録
の
述
べ
る
所
に
従
っ
て
月
は
皇
后
の
位
を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い

る
、
そ
し
て
又
そ
の
勘
文
は
「
占
云
月
合
畢
女
主
有
疾
大
赦
又
云
月

離
畢
大
雨
又
云
犯
左
尾
宮
室
有
火
焼
期
八
十
日
、
又
云
犯
南
陽
有

援
、
賊
臣
謀
若
辺
将
起
期
二
年
」
と
月
の
徴
す
る
災
異
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
そ
し
て
又
月
蝕
も
不
吉
な
も
の
と
さ
れ
た
、

長
秋
記
の
永
長
元
年

平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
道
の
星
発
に
つ
い
て

七
月
十
六
日
の
条
に
「
夜
月
蝕
智
既
天
晴
正
規
、
依
為
当
年
星
致
慎
今

夜
不
出
仕
宿
曜
勘
文
云
本
命
曜
弁
当
年
星
也
近
者
百
日
之
中
速
者

十
六
ヶ
月
中
病
事
口
舌
其
慎
重
者
」
と
あ
り
、
月
蝕
に
際
し
宿
曜
勘
文
の

述
べ
る
所
に
従
っ
て
重
き
慎
み
な
り
と
し
て
い
る
、
又
日
蝕
も
悟
れ
ら
れ

た
、
中
右
記
寛
治
八
年
三
月
一
日
の
条
に
「
奉
仕
儀
盛
光
御
修
法
是
依
日

蝕
御
祈
也
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
蝕
に
際
し
て
は
織
盛
光
の
修
法
が
僧

侶
に
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

王
葉
承
安
三
年
八
月
廿
五
日
の
条
に
「
歳
星
犯
大
徴
西
蕃
上
将
相
去
一二寸所

天
子
御
慎
又
大
臣
慎
又
叶
日
以
上
必
有
兵
革
大
赦
云
4

」
と
の
記
が
見

ら
れ
る
、
年
穀
の
豊
凶
を
知
ら
せ
る
星
と
し
て
知
ら
れ
た
歳
星
の
動
き
に
も

兵
革
の
事
を
想
像
し
た
の
で
あ
っ
た。

一
名
を
長
庚
と
云
わ
れ
た
金
星
も
陰
陽
道
に
於
て
大
白
神
と
し
て
祭
ら
れ

た
、
倭
名
類
緊
抄
把
握
に
「
大
白
神
新
撰
陰
陽
書
云
、
大
白
神
山
一
一
銭
」
と

あ
る
、
大
白
神
と
は
即
ち
「
ひ
と
ひ
め
ぐ
り
」
と
云
わ
れ
る
方
位
の
神
の
こ

と
な
の
で
あ
る
、
金
星
は
方
位
の
神
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
玉
葉
元

暦
二
年
七
月
十
三
日
の
条
に
「
天
晴
自
今
日
大
将
祈
二
摺
一
始
之
、

普
賢
延
命

不
動
等
也
、
又
修
大
白
星
祭
長
一主

今

日

来

示
地
震
事
（
下
略
こ
と
あ

り
、
普
賢
延
命
不
動
等
の
修
法
と
共
に
大
白
星
奈
が
行
わ
れ
て
い
る
、
又

こ
の
金
星
に
つ
い
て
は
「
新
撰
陰
陽
書
云

大

将

軍
者
大
白
之
精
天
之
上

客
大
－
紫
徴
宮
方
伯
之
神
也
」
と
精
霊
化
し
て
も
考
え
ら
れ
た
、
そ
の
精

霊
を
大
将
軍
と
云
い
「
是
元
と
西
方
の
星
に
し
て
金
の
精
な
る
が
ゆ
へ
に
万

物
を
殺
伐
す
る
こ
と
を
司
ど
る
則
終
家
に
所
謂
三
年
塞
是
也
若
し
此
方
を

犯
し
用
ゆ
れ
ば
三
年
の
中
に
死
を
受
く
る
災
あ
り
と
云
う
殊
に
百
聞
の
内
を

大
に
慎
べ
し
（
下
略
）
」
と
仮
名
暦
略
注
に
見
え
て
い
る
。
即
ち
大
将
軍
と
は

三
年
塞
と
云
わ
れ
る
方
位
の
禁
忌
を
司
る
神
の
こ
と
で
あ
る
、
玉
葉
元
暦
三

六
五
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町明

平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
K
つ
い
て

守・・・胴・v 唾

年
十
二
月
六
日
の
条
に
「
自
一
昨
日
所
犯
大
将
軍
方
之
陸
等
悉
埋
了
、
以
在

宜
令
修
大
将
軍
祭
」
と
土
木
工
事
に
際
し
て
そ
の
方
位
を
犯
し
た
折
に
そ
の

災
を
防
ぐ
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た。

貞
信
公
記
天
慶
二
年
三
月
廿
二
日
の
条
に
「
召
惟
香
、
武
兼
同
可

nu兵

乱
事
、
武
兼
甲
天
一
式
祭
尤
可
宜
者
仰
可
奉
仕
状
了
」
と
あ
り
、
又
そ
の

瓦
月
十
六
日
に
は
「
太
一
式
於
八
省
院
修
武
兼
」
と
あ
る
、
兵
乱
鎮
圧
の
た

め
陰
陽
道
の
太
一
式
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
、
二
占
要
略
の
太
乙
星
の
条
に
よ

れ
ば
「
太
乙
星
は
其
本
位
北
天
に
在
て
八
方
に
遊
行
し
兵
乱
禍
災
生
死
を

掌
る
、
霊
妙
不
可
思
議
の
一
星
な
り
」
と
あ
る
、
即
ち
太
乙
星
と
は
北
天
に

在
て
八
方
に
遊
行
す
る
と
考
え
ら
れ
た
架
空
の
星
で
あ
っ
て
、
そ
の
兵
乱
禍

生
死
を
掌
る
と
の
所
調
か
ら
兵
乱
鎮
圧
の
た
め
の
祈
と
さ
れ
た
の
で
あ
ら

う
、
そ
し
て
又
吾
妻
鏡
寛
元
二
年
五
月
三
十
日
の
条
に
於
て
は
「
是
今
年
令

当
太
一
定
分
厄
給
可
被
行
厄
御
祈
之
由
、
助
法
印
珍
誉
勘
申
也
」
と
太
一

定
分
厄
の
除
厄
の
た
め
に
こ
の
太
一
式
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
、
太
－
定
分
厄

と
は
、
拾
芥
抄
に
よ
れ
ば
三
、
九
、
十
五
、
二
十
て
二
十
七
、
三
十
三
、

三
十
九
、
四
十
五
、
五
十
て
五
十
七
、
六
十
三
等
の
年
が
、
厄
年
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
平
安
中
期
以
降
に
於
て
は
、
実
在
の
星
は
勿
論
、
架
空
の

星
や
、
星
の
精
ま
で
が
除
災
の
た
め
に
祭
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

二
、
平
安
時
代
に
於
け
る
星
祭
と
仏
教
と
の
関
係

平
安
時
代
に
於
け
る
陰
陽
道
の
祭
載
の
発
展
は
密
教
に
於
け
る
修
法
祈
祷

等
の
流
行
に
負
う
所
が
多
か
っ
た
、
真
言
宗
の
開
祖
た
る
空
海
は
大
同
の
頃

既
に
祈
雨
の
た
め
神
泉
苑
に
請
雨
、
法
を
修
し
、
星
供
等
も
行
っ
て
る
、
星
供

' 

六
六

と
は
仏
教
に
於
て
不
消
を
消
除
し
福
寿
を
増
長
す
る
た
め
に
本
命
星
及
当
年

属
星
を
供
養
す
る
訟
で
あ
る
、
本
命
星
と
は
北
斗
七
星
の
中
、
其
の
人
の
生

年
に
直
る
星
を
云
う
も
の
で
あ
り
元
来
は
陰
陽
道
の
星
辰
思
想
よ
り
出
た
も

の
で
あ
る
方
翠
都
伝
集
上
の
本
命
星
操
格
之
弁
に
よ
れ
ば
「
易
に
目
、
天
道

立
陰
陽
と
云
（
中
略
）
凡
君
臣
父
子
の
大
倫
夫
婦
朋
友
の
奇
偶
も
必
此
本
命

星
の
管
る
所
に
し
て
吉
凶
の
応
験
甚
だ
明
な
る
も
の
と
知
る
べ
し
」
と
易
経

の
述
べ
る
所
に
従
っ
て
本
命
星
の
重
要
な
る
所
以
を
説
い
て
い
る
、
当
年
星

と
は
生
年
よ
り
次
第
に
九
曜
を
数
え
て
其
の
人
の
年
寿
に
直
る
星
を
云
う
も

の
で
、
仏
教
の
九
曜
思
想
よ
り
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
平
安
時
代
の
初
期

に
当
る
大
問
、
弘
仁
の
頃
に
於
て
既
に
仏
教
に
於
け
る
本
命
星
詑
属
星
崇
拝

は
強
か
っ
た
、
空
海
作
と
云
わ
れ
る
荒
神
供
の
祭
之
中
に
「
敬
目
、
一
切
三

宝
諸
神
科
砥
冥
衆
当
年
属
星
等
而
言
」
と
あ
り
、
属
星
は
天
地
の
神
沢
や
冥

官
と
肩
を
な
ら
べ
て
拝
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
様
な
密
教
の
本
命
星
、
属
星
崇

拝
よ
り
行
わ
れ
る
星
供
の
流
行
が
、
陰
陽
道
に
於
け
る
属
星
祭
の
普
及
発
展

を
助
け
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
何
人
に
も
領
、
ぎ
う
る
こ
と
で
あ
る
。

延
喜
式
に
陰
陽
寮
の
行
う
祭
の
一
つ
と
し
て
本
命
祭
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
、
こ
の
祭
は
仏
教
の
本
命
星
の
思
想
と
陰
陽
道
の
干
支
思
想
よ
り
出
た
本

命
日
の
思
想
と
が
結
び
つ
い
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
祭
で
あ
る
、
即
ち

本
命
的
殺
精
義
上
凡
例
に
よ
れ
ば
、
「
一
に
本
命
と
い
ふ
は
両
般
也
所
調

時
尚
一
世
と
あ
り
陰
陽
道
の
本
命
祭
は
本
命
星
と
干
支
命
の
二
つ
の
意
義
す
る

所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
、
本
命
日
に
本
命
星
を
祭
る
星
祭
の
一
つ
で
あ
る
、

御
堂
関
白
記
寛
弘
五
年
の
条
に
「
仁
統
本
命
供
初
光
栄
祭
如
常
」
と
あ
り

本
命
日
に
際
し
、
陰
陽
道
の
本
命
祭
と
僧
侶
の
本
命
供
が
同
時
に
行
わ
れ
て

い
る
、
即
ち
、
本
命
祭
と
本
命
供
は
同
じ
目
的
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
払

っ
た
、
寛
弘
頃
ま
で
は
本
命
日
に
際
し
て
は
陰
陽
道
の
本
命
祭
が
行
わ
れ
る
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こ
と
が
常
と
さ
れ
、
こ
の
頃
か
ら
仏
教
に
依
る
本
命
供
が
そ
れ
に
加
え
ら
れ

た
、
そ
し
て
や
が
て
本
命
日
に
際
し
て
の
本
命
祭
は
行
わ
れ
な
く
な
り
「
本

命
供
精
進
」
と
左
経
記
畏
和
二
年
九
月
二
十
八
日
の
条
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
本
命
日
に
は
、
本
命
供
の
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
又
師
記

寛
治
八
年
正
月
三
十
日
の
条
に
は
「
依
本
命
日
笥
居
小
念
講
如
例
」
と
あ

り
、
本
命
供
も
行
わ
れ
な
く
な
り
念
請
が
こ
れ
に
代
っ
て
い
る
、
や
が
て
こ

の
念
講
も
、
玉
棄
の
承
平
三
年
十
月
十
日
の
記
等
に
「
本
命
日
泰
山
府
君
祭

也
」
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
泰
山
府
君
祭
に
取
っ
て
代
ら
れ
て
い
る
。

台
記
別
仁
平
元
年
八
月
七
日
の
条
に
「
拝
北
斗
之
時
必
有
僧
と
あ
り
、
陰

陽
道
に
於
け
る
北
斗
を
拝
す
る
儀
式
の
中
に
も
次
第
に
僧
侶
の
手
が
加
え
ら

れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
、
そ
し
て
白
河
法
皇
の
頃
か
ら
仏
教
に

於
て
も
北
斗
七
星
そ
の
も
を
供
養
す
る
よ
う
に
な
り
北
斗
供
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た。

又
仏
教
に
於
て
北
斗
七
星
は
北
辰
、
が
見
菩
薩
、
尊
星
王
等
と
し
て
あ
が

め
ら
れ
た
、
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
第
二
に
、
「
我
れ
北
辰
菩

薩
を
名
づ
け
て
妙
見
と
云
う
、
今
神
呪
を
と
き
て
諸
の
国
土
を
擁
護
せ
ん
と

欲
す
、
所
作
甚
だ
奇
特
な
り
、
故
に
名
づ
け
て
妙
見
と
日
ふ
、
閤
浄
提
に
処

し
、
衆
星
中
の
最
勝
神
仙
中
の
仙
、
菩
薩
の
大
将
な
り
、
光
は
諸
菩
薩
を
目

し
、
噴
く
諸
の
郡
生
を
済
ふ
、
大
神
呪
あ
り
胡
奈
波
と
名
く
、
諸
の
国
王
を

佐
け
災
を
消
し
敵
を
却
く
る
は
之
に
由
ら
、
さ
る
こ
と
な
し
、
若
し
能
く
上
来

の
詩
徳
を
修
行
せ
ば
我
れ
時
に
当
り
諸
天
王
、
諸
天
帝
釈
何
命
都
尉
天

曹
都
尉
を
率
い
て
死
を
除
き
生
を
定
め
罪
を
減
じ
福
算
を
益
増
し
て
寿
を

延
ば
す
べ
し
」
と
あ
り
、
妙
見
菩
躍
と
は
国
土
を
擁
護
し
災
を
消
し
敵
を
斥

け
、
人
々
の
福
寿
を
増
進
す
る
力
を
も
っ
た
菩
薩
と
し
て
考
え
ら
れ
た
、
こ

の
様
に
仏
教
に
於
て
も
陰
陽
道
に
於
け
る
の
と
同
じ
意
味
に
よ
っ
て
北
斗
は

手
安
時
代
K
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
K
つ
い
て

崇
拝
さ
れ
た
、
仏
教
に
在
っ
て
こ
の
妙
見
菩
薩
を
本
尊
と
し
て
行
う
修
法
は

妙
見
法
、
又
は
北
辰
法
、

尊
星
法
と
称
さ
れ
、
除
災
や
国
土
守
護
の
他
、
眼

病
平
癒
の
祈
と
も
せ
ら
れ
た。

仏
教
に
於
け
る
天
文
道
は
宿
曜
道
で
あ
る
、
そ
の
経
典
た
る
宿
曜
経
は
文

殊
菩
薩
の
所
説
と
云
わ
れ
、
我
国
に
は
文
徳
天
皇
の
天
安
二
年
唐
よ
り
帰
朝

し
た
智
証
大
師
に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
た
、
貞
観
年
中
、
陰
陽
師
と
し
て
は
当

代
随
一
と
う
た
わ
れ
た
滋
岳
川
人
は
幾
多
の
著
書
と
共
に
指
掌
宿
曜
経
と
云

う
書
を
残
し
て
い
る
、
こ
の
指
掌
宿
曜
経
は
陰
陽
師
た
る
川
人
が
当
時
中
国

よ
り
伝
来
し
て
問
も
な
い
宿
曜
道
の
思
想
を
取
上
げ
て
陰
陽
道
の
思
想
と
の

融
合
を
計
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
宿
曜
経
の
説
く
所
は
「
過
去
七
仏

法
華
二
十
八
日
間
関
題
番
々
修
行
道
理
也
、
愛
知
一
切
衆
生
成
是
過
去
七

仏
所
成
也
、
然
二
十
八
宿
配
当
一
年
三
百
六
十
日
、
以
生
日
宿
可
顕
一
期

吉
凶
者
也
」
と
七
曜
を
過
去
七
仏
、
二
十
八
宿
を
法
華
二
十
八
品
に
通
ず
る

も
の
な
り
と

L
て
、
二
十
八
宿
の
曜
宿
を
も
っ
て
生
日
の
宿
を
も
ら
わ
し
吉

凶
を
期
す
る
も
の
と

L
て
い
る
、
そ
し
て
命
業
胎
と
云
う
三
宿
が
こ
の
経
の

肝
要
な
所
と
な
っ
て
い
る
、
宿
曜
経
の
説
く
こ
の
説
か
ら
「
人
倫
受
生
、

尊

卑
貧
富
寒
雄
業
因
之
所
酬
禍
福
栄
衰
猶
是
宿
曜
之
所
掌
也
」
と
信
ぜ
ら
れ

た
、
こ
の
「
禍
福
栄
衰
猶
是
宿
曜
之
所
掌
」
の
思
想
は
陰
陽
に
於
け
る
本
命

星
や
属
星
の
思
想
と
共
通
な
も
の
を
有
し
て
居
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
宿
曜
経

の
渡
来
は
陰
陽
道
の
属
星
祭
や
本
命
祭
の
普
及
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
っ

た
。仏

教
に
於
て
は
北
斗
の
外
に
七
曜
と
そ
れ
に
羅
喉
、
計
都
の
二
星
を
加
え

た
九
曜
が
崇
拝
せ
ら
れ
た
、
「
撮
撰
集
配
」
外
典
陰
陽
の
中
に
は
種
々
の

陰
陽
道
の
祭
と
共
に
九
曜
祭
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
元
来
陰
陽
道
に
於

て
は
九
曜
思
想
は
存
L
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
の
九
曜
祭
は
仏
教
の
九
曜
崇

六
七
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平
安
時
代
に
お
け
る
陰
陽
道
の
星
祭
に
つ
い
て

拝
の
影
響
に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
又
陰
陽
道
の
祭
の
中
に
計

都
星
祭
の
名
も
見
ら
れ
る
が
こ
れ
も
九
曜
祭
と
同
様
仏
教
思
想
よ
り
発
し
た

祭
で
あ
る
。

「
待
中
群
要
七
」
御
祭
等
事
の
中
に
は
陰
陽
道
の
祭
の
一
と
し
て
鎮
星
祭
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
鎮
星
と
は
土
星
の
事
で
、
玉
菜
元
暦
元
年
八
月
八

日
の
条
に
は
「
以
宿
曜
師
晴
仁
自
今
夜
修
鎮
星
供
」
と
あ
り
、
木
来
鎮
星

は
宿
曜
道
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
た
星
辰
で
、
そ
れ
が
や
が
て
陰
陽
師
の
子
に
よ

っ
て
も
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
、
星
祭
と
陰
陽
道
の
他
の
祭
放
と
の
関
係

平
安
中
期
の
末
か
ら
後
期
に
亘
っ
て
最
も
広
く
行
わ
れ
た
陰
陽
道
の
祭
に

泰
山
府
君
祭
が
あ
っ
た
、
こ
の
祭
は
人
の
命
の
長
短
を
知
る
も
の
と
せ
ら
れ

た
泰
山
府
君
を
祭
る
も
の
で
、
下
字
集
天
地
に
よ
れ
ば
「
泰
山
府
君
酔
削
地
崎

将
盟
諸
富
山
府
君
」
と
、
元
来
は
冥
宮
た
る
泰
山
府
君
を
「
天
に
在
り
で
は
輔

星
」
と
星
辰
の
地
位
に
置
き
か
え
て
見
て
い
る
、
又
梅
花
無
尽
蔵
の
中
に
於

て
は
「
在
彼
蒼
則
称
太
山
府
君
出
厚
地
則
名
福
旅
寿
星
」
と
、
太
山
府
君
を

福
職
寿
星
な
り
と
述
べ
て
い
る
元
来
は
仏
教
の
地
獄
思
想
か
ら
お
こ
っ
た
泰

山
府
君
思
想
に
も
こ
の
よ
う
に
星
辰
思
想
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

冥
宮
を
祭
る
陰
陽
道
の
祭
の
－
つ
に
天
曹
地
府
祭
と
い
う
の
が
あ
っ
た
、

こ
の
星
は
仏
教
で
云
う
冥
道
供
に
当
る
も
の
で
あ
る
、
台
記
久
寿
二
年
九
月

二
十
九
日
の
条
に
載
せ
ら
れ
た
冥
道
供
の
祭
文
に
よ
れ
ば
そ
の
祭
神
と
す
る

所
は
「
三
界
諸
天
北
斗
七
星
七
曜
九
執
十
二
宮
神
二
十
八
宿
本

命
之
神
当
年
属
星
内
外
官
大
小
星
宿
刺
又
閤
魔
法
王
泰
山
府
君
」

と
天
曹
地
府
の
諸
神
と
共
に
陰
陽
道
、
宿
曜
道
の
祭
神
が
そ
の
名
を
列
ね
て

六
八

い
る
、
即
ち
冥
道
供
に
際
し
て
ま
で
星
辰
が
祭
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

星
祭
は
多
く
の
場
合
そ
の
星
辰
の
予
告
す
る
災
変
防
上
の
た
め
に
行
わ
れ

た
、
し
か
し
時
に
は
「
而
己
光
綱
持
来
三
万
六
千
材
、
天
地
災
変
等
祭
文

草
、
共
光
範
朝
臣
所
草
遊
也
、
余
見
了
返
給
、
此
祭
文
無
御
語
字
云
々
於
玄

宮
北
極
井
泰
山
府
君
等
者
花
之
云
々
」
と
玉
菜
建
久
二
年
四
月
三
日
の

条
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
災
変
防
上
の
た
め
他
の
種
々
の
祭
と
共
に
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
、
又
玉
禁
承
安
三
年
八
月
廿
五
日
の
条
に
於
て
は
「
今
日
又

千
度
修
蔵
陪
膳
基
輔
役
能
業
時
晴
来
云
今
月
廿
三
日
暁
寅
時
、
歳
星

犯
大
徴
西
審
上
将
星
当
判
所
天
子
御
慎
又
大
臣
慎
又
叶
日
以
上
必
有
兵

革
大
赦
一
支
又
同
時
月
犯
東
井
第
三
星
哨
店
所
天
子
御
慎
女
王
有
喪

不
出
二
年
又
大
水
風
雨
難
云
々
」
と
歳
星
や
月
の
徴
す
る
災
異
を
除
す
る

た
め
当
時
漸
く
盛
に
な
り
は
じ
め
た
千
度
の
放
が
用
い
ら
れ
て
い
る
、
こ
の

様
に
星
辰
の
徴
す
災
異
に
対
し
て
陰
陽
道
の
他
の
祭
放
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
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